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みんな笑顔の学校づくり

糠沢っ子
糠沢っ子のあいさつ

２学期も毎日更新中！！

～教 育 目 標～
「考える子」
「優しい子」
「元気な子」

過日行われたPTA本部役員会では、２学期の行事について確認しながら、白沢４校で取り組んで
いるコミュニティースクールの話題として、「あいさつ」についての話し合いも行いました。
まず、１学期最後に行ったあいさつアンケートの結果を共有しました。アンケートの結果を見る

と、あいさつができているかという調査については、約７割のご家庭が「できている」と回答し、
本校の子ども達は概ねあいさつはできているとご家庭でとらえていると分かりました。ただし、３
年以下ではその割合が低く、新型コロナウイルス感染症の影響がでているのではないかという話に
なりました。また、できていたとしても、自分から進んでしている子どもが学年が下がるにしたが
って増加傾向にあることも分かりました。
確かに、糠沢っ子達はあいさつができます。しかし、自分から進んでとなると、恥ずかしがり屋

の面も見え、難しい部分があることも事実です。あいさつはコミュニケーションのスタートです。
まじめで優しさに溢れる糠沢っ子達。そんな子ども達が、これから糠沢以外の人達と交流する時に、
自信をもって自分を発信できる人になってほしい、そのために自分から進んであいさつできる人に
なってほしいと学校では願っています。
あわせて、あいさつができるようにするためのご家庭の取り組みとして、「家庭で子ども達との

関わりや対話の機会をもつ」と回答された家庭が多かったで
す。PTA本部役員会では、「子どもをほめることも大切ではな
いか」という話がでました。
子ども達は、お家の方との対話、そして称賛を求めていま

す。２学期が始まり、子ども達も元気にがんばる姿が見られ
ます。あいさつは、子ども達の自主性を伸ばす切り口として、
あらためてお子さんとの対話の時間をもっていただき、良い
ところをほめることを意識していただければ幸いです。学校
でも、一人一人の子どものよさを保護者の皆さんにお伝えで
きるよう工夫していきます。

１日（木） 芸術鑑賞教室
２日（金） 全校集会（大正琴鑑賞）

福島民報出前授業（５年）
５日（月） マヨネーズ教室（５年）
６日（火） 児童会委員会
８日（木） 交通教室
９日（金） ブックトーク（５年）

１２日（月） 口座引落日①
１４日（水） 校外学習（５・６年）

弁当日
１５日（木） 校内授業研究会（３年）

ブックトーク（４年）
１６日（金） 全校集会（マジックショー）
１９日（月） ㊗敬老の日
２３日（金） ㊗秋分の日
２６日（月） 口座引落日②
２８日（水） 生活科お祭り（２年）
２９日（木） 校内授業研究会（４年）
３０日（金） モトム号来校

９月も充実した活動を予定しています。

奉仕作業・資源物回収

８月２７日（土）の早朝、２年ぶりの校庭の除草を
行う奉仕作業、ならびに資源物回収を行いました。今
年の夏は、例年以上に草の伸びが早く、保護者の皆様
にご協力いただいたことで、学校周辺がとてもきれい
になりました。また、資源物回収にもご協力いただき、
誠にありがとうございました。
（今回の作業では、新型コロナウイルス感染症対策に
もご協力いただき、あわせて感謝申し上げます。）


